
韓
じ
、
安
政
五
年
十
一
周
サ
三
日
正
四
位
上
に
陸
一
日
夜
。
子
孫
務
に
世
襲
す
る
。

。
、
陸
路
二
年
四
且
四
日
野
泰
致
仕
し
た
の
で
封
を
一
マ
ヘ
ダ

9
ヨ
ウ
チ
ン
セ
ツ
前
回
復
珍
設

嬰
ぎ
、
改
め
て
加
賀
守
と
穂
し
、
五
周
十
日
参
踏
に
一
-
一
ヤ
イ
ツ
ケ
Y

銭
屋
一
件
。

任
じ
、
中
将
般
の
如
〈
で
あ
っ
た
。
明
治
一
一
年
六
周
一
マ
へ
ダ
ロ
タ
ス
ケ
前
回
大
佑
加
賀
務
臣
。
御

一
一
日
去
年
抱
鎚
職
事
の
功
に
よ
り
賞
典
除
一
一
品
説
千
一
小
特
に
臨
し
、
除
去
百
三
石
ご
斗
七
升
。
貞
享
四
年

石
を
受
け
、
同
周
十
七
日
版
籍
奉
還
を
許
さ
れ
、
改
一
=
一
周
サ
ヤ
抗
日
江
戸
に
於
い
て
古
江
漏
左
衛
門
と
邸
時

め
て
金
禄
務
知
事
に
任
じ
、
七
用
十
五
日
従
一
一
一
位
に
一
し
、
詮
座
に
死
ん
で
家
断
絶
し
た
。

陰
っ
た
が
、
四
年
七
用
十
四
日
援
務
の
命
を
受
け
、
一
マ
ヘ
ナ
£
前
波

h'M

鳳
至
郡
諸
橋
郷
に
酪

八
月
十
一
日
金
擦
を
渡
し
て
東
京
に
移
住
、
七
年
五
一
す
る
部
落
。
古
へ
は
神
波
・
宇
加
川
と
共
に
諸
積
と

用
十
八
日
相
続
熱
海
に
苑
じ
た
。
享
年
四
十
五
。
話
一
い
は
れ
た
も
の
で
あ
る
。
能
驚
名
跡
志
に
、
『
前
波
、

し
て
恭
敏
公
と
い
ひ
、
制
式
を
以
て
東
京
日
暮
里
に
一
鵜
川
よ
り
一
塁
五
町
一
宮
々
、
家
撤
去
十
軒
許
。
此
村

葬
っ
た
。
後
廿
六
年
七
用
十
四
日
従
一
一
位
を
迫
賂
せ
一
に
治
郎
兵
衛
と
て
、
利
家
公
よ
り
御
扶
持
織
き
し
山

ら
れ
た
。
陵
町
・
に
は
関
皐
・
脊
議
・
先
春
蛍
の
脱
が
あ
一
廻
役
あ
り
、
叉
澗
光
寺
と
て
潤
宗
あ
り
、
氏
前
稲
荷

h
y
、
歌
集
に
周
令
和
歌
・
恭
敏
公
詠
草
が
あ
る
。
一
宮
此
遜
の
大
枇
に
て
、
跡
目
伊
豆
伎
彦
六
郷
の
大
祉

マ
ヘ
ダ
ヨ
シ
ユ
キ
前
回
一
良
之
前
回
利
春
の
況
一
稲
荷
大
明
前
と
書
け
る
額
あ
り
。
』
と
あ
り
、
叉
三
日

男
。
利
家
の
弟
。
信
長
の
士
佐
脇
某
の
養
子
と
な
っ
一
周
日
記
に
は
、
『
前
波
躍
に
雌
雄
石
あ
り
。
神
波
の
方

て
佐
脇
際
八
郎
と
い
ひ
、
屡
戟
功
が
あ
っ
た
が
、
後
一
に
男
石
、
前
波
の
方
に
女
石
あ
り
o
共
形
男
根
女
根

徳
川
家
康
に
依
り
、
元
鑑
三
年
十
二
局
サ
一
一
日
・
謹
江
一
の
ご
と
し
。
夜
な
/
¥
逝
ふ
と
い
へ
り
。
』
と
記
す

味
方
ヶ
原
合
職
に
傷
を
爵
ひ
、
管
に
蹄
っ
て
残
し
た
。
一
る
。

嗣
子
な
く
二
女
は
篠
原
出
羽
守
一
挙
の
室
と
な
り
、
一
マ
へ
ナ

εイ
シ
前
波
右
鳳
京
都
前
披
に
産
す

慶
長
三
年
八
用
晦
夜
、
法
諮
問
滞
院
妙
得
。
金
滞
大
一
る
.
石
材
。
部
.
石
安
山
岩
で
、
関
色
を
呈
し
、
質
級
密

慈

山

妙

法

寺

に

葬

っ

た

。

一

で

堅

固

で

あ

る

。

マ
ヘ
ダ
ヨ
ダ
イ
ジ
キ
前
田
岡
代
自
記
四
巻
、
一
マ
へ
ナ
ミ
カ
Z

モ
ン
前
波
加
右
衛
門
越
前
府

吉
田
軌
中
著
。
前
回
利
家
・
利
長
・
利
常
・
光
高
の
年
一
・
申
に
於
い
て
前

m利
家
に
仕
へ
、
千
三
百
石
を
領
し

代
略
記
で
、
菅
家
見
間
集
な
ど
よ
り
は
委
L
く
、
概
一
た
。
子
孫
務
に
世
襲
す
る
。

ね
加
除
年
純
に
等
し
い
も
の
で
あ
る
ι
慶
長
三
年
四
一
マ
へ
ナ
さ
カ
ゲ
ヒ
デ
前
波
景
秀
初
酪
忠
言
。

用
利
長
が
中
納
言
に
昇
滋
の
時
ぺ
背
山
盟
後
・
悶
嶋
一
活
様
長
三
郎
・
淑
八
郎
・
七
兵
衛
。
寛
政
ご
年
叔
焚
小

喜
三
郎
の
叙
爵
し
た
こ
と
、
そ
の
外
他
の
記
録
に
な
一
太
郎
景
之
の
機
三
の
一
を
襲
ぎ
、
十
二
年
本
隊
三
百

い

事

件

も

見

え

る

。

一

石

に

復

し

、

組

外

に

臨

し

、

事

和

ご

年

馬

廻

組

に

縛

マ
ヘ
ダ
ヨ
リ
タ
カ
前
田
寄
孝
加
賀
務
臣
。
週
一
じ
、
文
政
六
年
竹
海
御
殿
醤
院
組
に
編
せ
ら
れ
た
が
、

議
室
勝
・
大
膳
。
七
日
市
務
組
前
田
利
孝
の
三
子
。
前
一
翌
年
文
馬
廻
に
復
し
、
延
之
助
御
抱
守
・
二
，
丸
御
鹿

田
光
高
に
仕
へ
て
一
一
一
千
石
を
領
し
、
天
和
ご
年
魚
・
建
一
式
御
用
建
1

曾
厨
奉
行
・
御
普
請
曾
腕
横
目
に
歴
任

郡
代
に
任
じ
、
元
総
九
年
御
菟
、
十
一
一
年
六
局
十
八
・
一
し
、
弘
化
ご
年
四
周
七
日
六
十
一
践
を
以
て
残
し
た
。

マヘ
!
l
マメ

マ
へ
ナ
ミ
ガ
ハ
前
波
川

H
Hナ
ミ
鳳
至
郡
に

在
り
て
、
源
を
ご
子
山
麓
に
設
し
、
前
波
で
海
に
注

r。
流
程
八
粁
像
。
一
名
を
級
川
叉
は
諸
積
川
と
も

い
ふ
。マ

ヘ
ナ
ミ
ス
ケ
ノ
ジ
ヨ
ウ
前
波
助
丞
初
め
大

炊
。
矢
加
右
衛
門
初
め
て
前
回
利
家
に
仕
へ
て
千
三

百
石
を
受
け
、
長
子
加
右
衛
門
千
石
を
襲
い
だ
が
、

助
丞
は
次
子
で
三
百
石
を
分
か
た
れ
た
。
元
和
元
年

五
周
七
日
助
丞
大
坂
城
攻
撃
に
奮
戦
し
、
璽
創
を
得

て
夜
。
子
な
く
し
て
断
絶
し
た
。

マ
へ
ナ
ミ
タ
ダ
タ
カ
前
波
忠
隆
泊
都
儀
太
夫
。

質
勝
四
年
借
入
儀
兵
衛
の
也
知
二
百
五
十
石
を
襲
ぎ
、

飽
隠
十
三
年
九
用
六
目
指
如
、
明
和
ご
年
十
ご
用
サ

四
日
知
行
を
召
放
さ
れ
た
。
そ
の
妹
が
盗
賊
白
銀
屋

奥
左
衛
門
の
妥
で
あ
っ
た
震
で
あ
る
。

マ
へ
ナ
ミ
マ
ザ
タ
カ
前
波
正
位
遜
稽
大
十
郎
・

誕
・
久
兵
衛
。
借
入
久
兵
衛
正
理
の
也
知
三
百
石
を
領

し
た
が
、
御
馬
廻
か
ら
大
小
持
。
御
近
習
と
な
り
、

天
明
六
年
三
月
廿
六
日
・
謹
島
の
宣
告
を
受
け
、
四
周

十
八
日
出
渡
し
た
。
時
に
サ
四
歳
。
寛
政
四
年
六
周

十
日
配
防
御
犯
と
な
っ
た
が
、
家
系
は
断
絶
し
た
。

マ
へ
ナ
ミ
マ
サ
ヨ
リ
前
波
正
因
逝
稽
和
兵
衛
。

箆
永
元
年
児
小
左
衛
門
の
諮
知
ご
百
石
を
襲
ぎ
、
後

百
石
を
加
へ
た
。
そ
の
磁
は
制
揚
奉
行
・
御
預
地
方

御
用
・
御
先
筒
頭
よ
り
延
亭
四
年
御
持
筒
顕
に
奈
ち
、

寛
延
三
年
入
居
四
日
七
十
ご
畿
を
以
て
夜
し
た
。

マ
へ
ナ
ミ
ヤ
ヘ
イ
前
波
踊
兵
衛
初
め
て
前
回

利
畏
に
仕
へ
て
三
百
石
を
領
し
た
。
子
孫
務
に
世
襲

す
る
。マ

へ
ノ
ガ
ハ
前
之
川
鳳
歪
郡
に
在
っ
て
、
水

源
を
曾
叉
領
山
.
か
ら
愛
し
1

醸
J

瀬
領
で
ご
叉
川
に

落
合
ふ
。
落
合
ま
で
流
程
一
粁
九
許
。

マ

へ

ハ

マ

前

涜

守

m
羽
咋
郡
藤
懸
郷
に
あ

ゼ

4 

る
部
富
市
0

マ
へ
ヤ
マ
デ

の
内
の
小
手
。

マ
メ
ア
メ
大
豆
箇
鹿
島
郡
七
尾
の
産
を
名
物

と
す
る
。
大
一
旦
粉
を
飴
で
練
り
固
め
た
も
の
で
あ
る
。

マ
メ
イ
タ
ギ
ン
大
一
旦
板
銀

4
チ
ョ
ウ
ギ

y

了
銀
。マ

メ
ガ
ラ
ノ
タ
イ
コ
大
一
旦
態
の
太
鼓
金
津
田
県

宗
東
一
献
西
縞
寺
に
、
奇
人
捕
七
の
作
っ
た
大
豆
殺
の

太
鼓
と
い
ふ
大
太
設
が
あ
る
。
珠
洲
郡
松
波
な
る
民

宗
商
涙
松
閲
寺
の
太
鼓
の
胴
も
、
同
じ
〈
豆
が
ら
の

木
で
あ
る
と
い
は
れ
る
。
太
鼓
を
一
か
ら
ご
か
ら
と

披
へ
る
か
ら
起
っ
た
設
で
な
か
ら
う
か
。

マ
メ
ダ
大
豆
田
江
沼
郡
上
河
崎
領
の
藤
村
。

江
沼
恵
稿
に
、
上
河
崎
に
大
一
旦
回
，
松
と
い
ふ
謹
が

村
挫
で
あ
る
と
記
す
る
。

マ
メ
ダ
大
豆
田
石
川
郡
五
ケ
庄
に
臨
す
る
・
邸

落。
マ
メ
ダ
カ
タ
パ
大
豆
田
角
場
石
川
郡
増
泉
に

鴎
ず
る
肉
増
泉
な
る
持
筒
足
縄
組
地
附
廷
の
射
的
場

で
、
そ
の
地
大
豆
田
に
近
い
か
ら
大
豆
田
角
揚
と
い

は
れ
た
が
、
・
本
名
は
増
泉
角
拐
で
あ
る
。
越
登
賀
三

州
志
衆
因
概
賢
附
録
に
、
大
豆
田
放
揚
は
天
和
二
年

六
局
に
務
成
し
た
と
記
す
る
。
明
治
康
器
の
際
之
を

駿
っ
た
。

マ
メ
ダ
ク

εチ
大
豆
田
組
地
務
政
中
持
筒
足

騒
の
組
屋
敷
で
、
石
川
郡
増
泉
な
る
肉
増
泉
の
地
内

で
あ
っ
た
が
、
大
豆
田
に
近
い
か
ら
大
豆
聞
の
組
地

と
い
は
れ
た
。
天
和
ご
年
ご
周
廿
三
日
奥
村
兵
部
か

ら
年
寄
本
多
安
房
守
等
宛
の
醤
商
に
、
『
加
藤
重
左
衛

門
事
願
組
地
、
竹
田
五
郎
左
衛
門
下
屋
敷
鍛
増
泉
村

領
之
内
。
右
持
筒
足
韓
被
下
屋
敷
・
角
場
等
奉
願
候

趣
披
閲
召
屈
。
』
と
あ
っ
て
、
霊
左
衛
門
は
持
筒
蹟
で

守
イ
ヤ
マ

デ

前
山
出

珠
洲
郡
大
谷

八

O
九


